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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１以上のコンピュータ装置が実行する方法であって、
　ユーザに関連する複数の情報アイテムのそれぞれの情報アイテムについて、ベクトル空
間モデルを構築し、前記情報アイテムの重要度のスコアにより、前記ベクトル空間モデル
を調節するステップであって、前記複数の情報アイテムの各々は単語の集合である文書と
して表現され、前記ベクトル空間モデルは、単語と当該単語に関連する重みとのペアが複
数個含まれるように構成され、　前記重要度のスコアは前記情報アイテムの前記ユーザに
とっての重要さの２値化されてないレベルを示し、当該ステップは、前記重要度のスコア
を前記単語に関連する重みに乗算することにより、前記ベクトル空間モデルを調節する、
ステップと、
　それぞれの情報アイテムの調節されたベクトル空間モデルを使用して、前記複数の情報
アイテムを１以上の情報のトピックにクラスタリングするステップと、
　前記１以上の情報のトピックのそれぞれの情報のトピックについて、前記情報のトピッ
クにおいて前記ユーザが有する関心のレベルを示す関心のスコアを決定するステップと、
を含む方法。
【請求項２】
　前記複数の情報アイテムのそれぞれの情報アイテムについて、前記ユーザに関する前記
重要度のスコアを決定するステップを更に含む、
請求項１記載の方法。
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【請求項３】
　それぞれの情報アイテムの前記重要度のスコアは、現在の時間、前記ユーザにより設定
されたスコア値、前記情報アイテムに関して前記ユーザにより行われたアクション、前記
情報アイテムの時間、前記情報アイテムの内容、前記情報アイテムのタイプ、前記情報ア
イテムの情報源、前記情報アイテムの情報源からの情報アイテムのボリューム、の１以上
に基づいて決定される、
請求項２記載の方法。
【請求項４】
　前記複数の情報アイテムを前記１以上の情報のトピックにクラスタリングするステップ
は、前記複数の情報アイテムにおけるそれぞれ２つの情報アイテムについて、
　それらのそれぞれの調節されたベクトル空間モデルに基づいて、２つの情報アイテム間
の類似の程度を決定するステップと、
　前記類似の程度が類似の閾値を満たす場合、前記２つの情報アイテムを同じ情報トピッ
クにグループ化するステップと、
　前記類似の程度が前記類似の閾値を満たさない場合、前記２つの情報アイテムを２つの
異なる情報のトピックに分離するステップと、
を含む請求項１記載の方法。
【請求項５】
　前記それぞれの情報のトピックの関心のスコアは、時間に影響を及ぼす要素、情報のト
ピックの全体の数、前記情報のトピックにおける情報アイテムの全体の数、現在の時間、
及び前記情報のトピックにおけるそれぞれの情報アイテムの時間に基づいて決定される、
請求項１記載の方法。
【請求項６】
　それぞれの情報のトピックの関心のスコアに基づいて前記１以上の情報のトピックをラ
ンク付けするステップを更に含む、
請求項１記載の方法。
【請求項７】
　前記１以上の情報のトピックのそれぞれの情報のトピックについて、前記情報のトピッ
クにクラスタリングされる全ての情報アイテムの平均である重心を決定するステップを更
に含む、
請求項１記載の方法。
【請求項８】
　前記複数の情報アイテムは、前記ユーザにより収集される、
請求項１記載の方法。
【請求項９】
　更なる情報アイテムを受信するステップと、
　前記更なる情報アイテムが前記１以上の情報のトピックのうちのどのトピックに属する
かを判定するステップと、
　前記更なる情報アイテムが属する情報のトピックの前記関心のスコアに基づいて、前記
更なる情報アイテムを前記ユーザに推薦すべきかを決定するステップと、
を更に含む請求項１記載の方法。
【請求項１０】
　請求項１に記載の方法であって、
　複数のユーザのうちの二人のユーザのペアそれぞれについて、それぞれのユーザが関心
をもつ前記の１以上の情報のトピックを含むそれぞれのユーザの情報プロファイルと、前
記ユーザが前記情報のトピックにおいて有する関心のレベルを示すそれぞれの情報のトピ
ックの関心のスコアとに基づいて前記二人のユーザが共通の関心の情報のトピックを共有
しているかを判定するステップと、
　少なくとも１つの共通の関心の情報のトピックを共有する前記複数のユーザのうちのそ
れぞれ二人のユーザの間のつながりを確立することで、前記複数のユーザの間で社会的つ



(3) JP 6167493 B2 2017.7.26

10

20

30

40

50

ながりを推定するステップと、
を含む方法。
【請求項１１】
　少なくとも１つの共通の関心の情報のトピックを共有するそれぞれ２つのユーザについ
て、第一のユーザからの前記少なくとも１つの共通の関心の情報のトピックの平均の関心
のスコア、第二のユーザからの前記少なくとも１つの共通の関心の情報のトピックの平均
の関心のスコア、前記第一のユーザからの前記少なくとも１つの共通の関心の情報のトピ
ックのそれぞれの関心のスコア、及び前記第二のユーザからの前記少なくとも１つの共通
の関心の情報のトピックのそれぞれの関心のスコアに基づいて、相関係数を決定するステ
ップを更に含む、
請求項１０記載の方法。
【請求項１２】
　少なくとも１つの共通の関心の情報のトピックを共有するそれぞれ二人のユーザ間のつ
ながりについて、前記二人のユーザの相関係数、前記第一のユーザからの前記少なくとも
１つの共通の関心の情報のトピックのそれぞれの関心のスコア、及び前記第二のユーザか
らの前記少なくとも１つの共通の関心の情報のトピックのそれぞれの関心のスコアに基づ
いて、つながりの強さを決定するステップを更に含む、
請求項１１記載の方法。
【請求項１３】
　前記複数のユーザのうちの特定のユーザ間の情報アイテムのやり取り及び共有を容易に
するステップを更に含む、
請求項１０記載の方法。
【請求項１４】
　１以上のプロセッサにより実行可能な命令を含むメモリと、
　前記メモリに結合され、前記命令を実行する前記１以上のプロセッサとを備えるシステ
ムであって、
　前記命令は、請求項１ないし１３のうち何れか１項に記載の方法を前記１以上のコンピ
ュータ装置に実行させる、システム。
【請求項１５】
　請求項１ないし１３のうち何れか１項に記載の方法を前記１以上のコンピュータ装置に
実行させるコンピュータプログラム。
【請求項１６】
　請求項１５に記載のコンピュータプログラムを記憶する記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報の管理及び情報に基づくソーシャルネットワークに関する。
【背景技術】
【０００２】
　この情報化時代において、情報を自由に、迅速に且つ容易に広げる個人の能力のため、
容易に入手でき且つ部分的にアクセス可能な圧倒する情報量が存在する。しばしば、人々
は特定の情報に関心を持ち、特定の情報を収集することがある。ある人物が収集した全て
の情報を管理して収集し続けることがその人物にとって困難となるように、時間と共に、
その人物が大量の情報を収集することはまれではない。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　オンライン及びオフラインの両者で入手可能及びアクセス可能な圧倒する量の情報が存
在する。情報は、様々な手段又はトピックに関連し、様々な構造で編成され、様々な媒体
に記憶され、様々なフォーマットで提示される。それらの必要又は目的に依存して、人々
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は、「情報アイテム」とも呼ばれる特定の情報に関心をもち、特定の情報を収集する。こ
れは、研究者、開発者、ライター等のような所定の分野に従事している人々にとって特に
当てはまる。係る人々は、「ナレッジワーカ“knowledge　worker”」と呼ばれる。ナレ
ッジワーカは、比較的定期的に情報と相互作用（例えば論評、発信、収集、作成、公表等
）する人々である。
【０００４】
　ナレッジワーカのような人々は、特定の情報アイテムのパーソナルコレクションを維持
するのを望む場合がある。ある人物の自身のコレクションにおける情報は、必要なときは
何時でもコレクションにおける特定の情報アイテムを迅速且つ容易に探して取り出すこと
ができるように、その人物にとって特に関心があるか又は有効である（たとえばその人物
が従事しているか又は従事してきたプロジェクトに関連する情報）。しかし、時間ととも
に、ある人物は、コレクションにおいて特定の情報アイテムを発見することが困難となる
ように、彼又は彼女自身の情報のコレクションについて大量の情報を次第に収集する場合
がある。
【０００５】
　特定の実施の形態は、個々のナレッジワーカのような個々の人物に関連する情報のパー
ソナルコレクションを管理する。情報のパーソナルコレクションを有するそれぞれの人物
にとって、情報プロファイルが構築され、情報プロファイルは、例えば限定することなし
に、その人物が関心のある主題、分野又はトピック、その人物にとってどのようなタイプ
又は特定の情報アイテムが比較的重要でないか、どの特定の情報アイテムが互いに類似又
は関連しているか等を示す。コレクションにおける個々の情報アイテムは、ランク付け及
びフィルタリングされ、コレクションを見ること及びコレクションにおける特定の情報ア
イテムを発見することがその人物にとって容易であるやり方で対応する人物に提示される
。
【０００６】
　さらに、特定の実施の形態は、情報のパーソナルコレクションを有する人の間で、情報
に基づくソーシャルネットワークを確立する。社会的つながりは、同じ又は類似の情報ア
イテムの幾つかを収集する２人毎の間で存在する。さらに、より多くの情報アイテムが２
人の人物により共通して収集されると、二人の間の社会的つながりが強くなり、逆に、二
人の間の社会的つながりが強ければ、より多くの情報アイテムが２人の人物により共通し
て収集される。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】情報の集合及び情報に基づくソーシャルネットワークを管理する例示的なシステ
ムを示す図である。
【図２】ある人物の情報プロファイルを生成する例示的な方法を示す図である。
【図３】ある人物の情報のコレクションを多数のトピックにクラスラリングする例示的な
方法を示す図である。
【図４】人の個人情報のプロファイルにおける例示的な進化の表示を例示する図である。
【図５】人のグループの間での情報に基づくソーシャルネットワークを推定する例示的な
方法を例示する図である。
【図６Ａ】人の間での共通の関心の相関の幾つかの例を示す図である。
【図６Ｂ】人の間での共通の関心の相関の幾つかの例を示す図である。
【図６Ｃ】人の間での共通の関心の相関の幾つかの例を示す図である。
【図７】情報に基づくソーシャルネットワークの例示的な表現を例示する図である。
【図８】例示的なネットワーク環境を例示する図である。
【図９】例示的なコンピュータシステムを例示する図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　図１は、情報コレクション及び情報に基づくソーシャルネットワークを管理する例示的
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なシステムを示す。特定の実施の形態では、ナレッジワーカのような個々の人物により収
集される情報は、オンライン（例えばデジタルデータ）又はオフライン（例えば本、書類
等）、パブリック（例えばInternetで入手可能な情報）、又はプライベート（例えば組織
、施設又は企業内のイントラネットで入手可能な情報）で、様々な情報源１１０から到来
する。例えば限定されるものではないが、情報源１１０のタイプは、ウェブサイト（例え
ばウェブページ又はポストに含まれるコンテンツ）、データベース（例えば記憶されてい
る文書又はファイル）、電子メール、ショートメッセージ、データフィード、企業情報（
例えば組織、施設又は企業に属する情報）を含む場合がある。この開示は、任意の適用可
能なタイプの情報源を想定している。
【０００９】
　それぞれの人物は、彼又は彼女自身の情報のパーソナルコレクションを有する。特定の
人物“X”が与えられると、Xの情報のパーソナルコレクションにおける任意の数の情報源
１１０から任意の数の情報アイテムが存在する。これらの情報アイテムは、Xである彼自
身又は彼女自身により作成されるか（例えばXが情報の著者である）、又は他の人物によ
り作成される。さらに、これらの情報アイテムは、Xである彼自身又は彼女自身により明
示的に識別されるか、Xに関連するとして暗黙的に推定される。例えば、Xは、ウェブサイ
トにブックマークを施し（Xが関心を有する所定のコンテンツを含むウェブサイト）、オ
ンラインディスカッション（例えば特定のトピックに関するメッセージ又はつぶやき）を
追跡し、記事を掲載し、又は電子メールを送出する。ウェブページ、メッセージ、記事又
は電子メールは、Xの明示的なアクションに基づいて、Xの情報のパーソナルコレクション
に含まれる。別の例として、Xは、Xに関連すると考えられるため、（サーバログにより示
される）ウェブサイトを訪問するか、又は、Xの情報のパーソナルコレクションに含まれ
る電子メール、データフィード（例えばウェブ、ニュース、RSS等）、ショートメッセー
ジを受信する。特定の実施の形態では、ある人物の情報のパーソナルコレクションは、そ
の人物のアクティビティ（例えばオンラインアクティビティ）、関心（例えば専門的又は
個人的）、好み等を反映する。
【００１０】
　特定の実施の形態では、情報プロファイルは、それぞれの人物について自動的に生成さ
れる（１２０）。特定の人物“X”が与えられると、Xについて生成された情報プロファイ
ルは、例えば限定されるものではないが、どのタイプ又は特定の情報アイテムがXの情報
のパーソナルコレクションに含まれるか、Xに対するそれらの重要度の程度、互いに類似
度又は相違の程度等のような、Xの情報のパーソナルコレクションを表す。
【００１１】
　特定の実施の形態では、情報に基づくソーシャルネットワークは、情報のパーソナルコ
レクションをそれぞれ有する人のグループの間で自動的に推定される（１３０）。社会的
つながりは、それぞれの情報のパーソナルコレクションにおける１以上の同じ又は類似の
情報アイテムを有する２人の人物間で存在する。さらに、２人の人物がそれらそれぞれの
情報のパーソナルコレクションにおいて有する同じ又は類似の情報アイテムが多くなると
、２人の人物間の社会的つながりが強くなり、逆に、２人の人物間の社会的つながりが強
いと、２人の人物がそれらそれぞれの情報のパーソナルコレクションにおいて有する同じ
又は類似の情報アイテムが多い。
【００１２】
　情報プロファイルの生成１２０及び情報に基づくソーシャルネットワークの推定１３０
は、コンピュータソフトウェア、ハードウェア又はそれらの組み合わせとしてそれぞれ実
現され、様々な機能を実現する任意の数のモジュール又はコンポーネントをそれぞれ含む
。その情報プロファイルがコンピュータで実現されるシステムにより自動的に生成される
人物は、システムの「ユーザ」と呼ばれる場合がある。従って、情報に基づくソーシャル
ネットワークは、ユーザのグループの間で推定され、それぞれ彼又は彼女の個人情報のプ
ロファイルを有する。
【００１３】
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　図２は、ある人物の情報プロファイルを自動的に生成する例示的な方法を示す。図２に
おけるステップは、それぞれの人物について異なる情報プロファイルを生成するために多
数の人物に同様に適用される場合がある。特定の人物“X”が与えられると、Xに関連する
か又はXの個人に関すると考えられる様々なタイプの情報が存在する。情報は、様々な情
報源（例えばInternet、イントラネット、サーバ、データベース等）からであり、様々な
形式（例えばウェブページ、電子メール、ショートメッセージ、ポスト等）を有する。ど
のような特定の情報がある人物（例えばX）にとって関連するか又はX個人に関すると考慮
されるかは、例えば限定されるものではないが、特定の情報に彼又は彼女が関心があるこ
とを明示的に示すその人物自身のアクション、又は情報がその人物に関連することを暗黙
に示唆する特定の情報の性質又は特性のような様々な要素に依存する。
【００１４】
　特定の実施の形態は、STEP２１０に示されるように、様々な適用可能な情報源からXに
関連するか又はX個人に関するものであると考えられる特定の情報を表すデータを取得す
る。異なるタイプの情報データを取得する異なるやり方が存在する。例えば、コンピュー
タソフトウェアとして実現されるウェブクローラは、Xによりブックマークされたか又は
最近訪問された全てのウェブページを検索するために、Internet又はイントラネットをク
ロールする。（Xにより送出されたか又はXに送出された）Xの電子メールは、Xの電子メー
ルアカウントのそれぞれから取得される。Xのショートメッセージは、Xの携帯電話から取
得される。Xのオンラインポストは、Xのオンラインアカウントのそれぞれから取得される
。
【００１５】
　特定の実施の形態は、STEP２２０に示されるように、取得された情報データを掃除し、
取得された情報データから特定の情報アイテムを抽出し、所定の情報アイテムを集合させ
る。特定の実施の形態では、それぞれの情報は、任意の数の言葉を含むテキスト（例えば
文書）の集合である。それぞれの言葉は、任意の単語を含む場合がある。取得された情報
データにおいて雑音又は無関係のデータが存在する場合がある。係る雑音は、関連するコ
ンテンツのみが抽出されるように、取得された情報データが掃除されたときに除かれ、廃
棄される。例えばウェブページは、そのメインコンテンツに加えて、広告を含む場合があ
る。ウェブページが清掃され、ウェブページのメインコンテンツのみが抽出されるときに
、広告は除去されて廃棄される場合がある。
【００１６】
　特定の実施の形態は、それぞれのテキストのコレクション（例えば文書）における個々
の言葉に索引を付す。索引付けは、文書における特定の言葉をサーチするために使用され
る。例えば、文書における言葉は、判定された索引付けを使用して索引付けされる場合が
ある。この開示は、任意の適用可能な索引付けアルゴリズムを想定する。さらに、特定の
実施の形態は、それぞれの文書に関連するメタデータ（例えばタイトル、タイムスタンプ
、地理的位置等）を抽出して分析する。
【００１７】
　Xについてこのように取得された情報のコレクション（例えば文書のコレクション）が
与えられると、特定の実施の形態は、個々の情報アイテムを特定のトピック又は情報の集
団にクラスタリングする場合がある。図３は、ある人物（例えばX）の情報のコレクショ
ンを多数の情報トピック又はクラスタリングに自動的にクラスタリングする例示的な方法
を示す。Xの情報のパーソナルコレクションにおいて任意の数の情報アイテムが存在し、
任意の数の情報トピック又は集団にクラスタリングされる場合がある。特定の実施の形態
では、それぞれの情報は、文書として表されるテキストの集合である。それぞれの文書は
、任意の数の言葉を含み、それぞれの言葉は、任意の数の単語を含む。
【００１８】
　Xの情報のコレクションにおいて全体でN個の文書が存在するとする。特定の実施の形態
は、STEP３１０に示されるように、コレクションにおいて、それぞれの文書ｄについて重
要度のスコアiScoreを決定する。ある文書の重要度のスコアは、その文書の内容のXに対
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する重要度を示す。それぞれの文書の重要度のスコアは、例えば限定されるものではない
が、そのコンテンツ、情報源、タイプ、最近であること、原作者、又は普及のような様々
な要素に基づいて決定される。この開示は、適用可能な要素を想定している、また、Xは
、（特定のタイプの文書又は特定の情報源からの文書について）デフォルトのスコア値を
提供する。例えば、Xは、１つの特定の情報源から取得された文書は、比較液高い重要度
を受けるべきであることを指定する。これは、この情報源は、正確且つ信頼できる情報又
はXが特に関心を有する情報を提供することが知られているからである。他方で、別の情
報源から取得された文書は、比較的低い重要度のスコアを受けるべきである。これは、こ
の第二の情報源は、不正確な情報又はXが特に関心のない情報を提供することがあるから
である。別の例として、新たな情報は、より最新であるので、古い情報よりも高い重要度
のスコアを受ける場合がある。第三の例として、所定のタイプの情報（例えばXに送出さ
れた個人の電子メール又はメッセージ、或いはXにより加入されているRSSフィード）は、
他のタイプの情報（例えばInternetからダウンロードされたウェブページ）よりも高い重
要度のスコアを受ける。
【００１９】
　個々の文書について重要度のスコアの計算を更に説明するため、以下の２つの例を考え
る。はじめに、Xの情報のコレクションに含まれる、Xの電子メールアカウントから取得さ
れた多数の電子メールが存在すると仮定する。幾つかの実現では、ある会話に属する電子
メール（Xと１以上の他の人物との間でやり取りされる一連の電子メール）は、いずれか
の会話に従事しない電子メールよりも高い重要度を受ける場合がある。幾つかの実現では
、特定の会話に属するそれぞれの電子メールの重要度のスコアは、以下のように計算され
る。
【数１】

この場合、ｆWは、（例えばXによる）電子メールに割り当てられるデフォルトの重み要素
であり、Ｎconversationは、特定の会話における電子メールの全体数であり、Ｍは、（例
えばXにより設定される）予め決定された定数である。
【００２０】
　第二に、Xの情報のコレクションに含まれる、Internetの様々なウェブサイトから取得
される多数のオンラインコンテンツ（例えばウェブページ、ポスト等）が存在すると仮定
する。幾つかの実現では、Xである彼自身又は彼女自身により作成されたコンテンツは、
他の人物により作成されたコンテンツよりも重要である。Xによりブックマークされたコ
ンテンツは、（例えばクリックされたがブックマークされていない）単に閲覧されたコン
テンツよりも重要である。メインストリームメディアからのコンテンツは、個人のブログ
又はフォーラムからのコンテンツよりも重要である。幾つかの実現では、それぞれのオン
ラインコンテンツの最終的な重要度のスコアは、コンテンツが検索される情報源のXにと
っての重要度を示す情報源の重要度のスコアiScoresource、コンテンツのタイプのXにと
っての重要度を示すタイプの重要度のスコアiScoretype、同じ情報源から検索されたコン
テンツの量を示すボリュームの重要度のスコアiScorevolumeのような幾つかの中間の重要
度のスコアに依存する。それぞれのオンラインコンテンツの重要度のスコアは、以下のよ
うに計算される。
【数２】

【００２１】
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　ボリュームの重要度のスコアは、以下のように計算される。
【数３】

この場合、volumeは、このコンテンツが検索された同じ情報源から検索されたコンテンツ
の全体数であり、Kは、必要とされるときにボリュームの重要度を調節するために使用さ
れる定数である。
【００２２】
　特定の実施の形態は、STEP３２０に示される、Xの情報のコレクションにおける、それ
ぞれの文書ｄについての、ベクトル空間モデル（VSM）
　　（外１）

を構築する。ベクトル空間モデルは、用語「ベクトルモデル」とも呼ばれ、索引の言葉の
ような、識別子のベクトルとして、テキスト文書のようなオブジェクトを表す代数モデル
である。ベクトル空間モデルは、情報フィルタリング、検索、インデックス、又は関連性
のランク付けのために使用されることがある。特定の実施の形態では、Xの情報のコレク
ションにおけるそれぞれの情報は、任意の数の固有の言葉を含む文書として表される。な
お、特定の言葉は、同じ文書に任意の回数で現れる場合がある。幾つかの実現では、それ
ぞれの文書のベクトル空間モデルは、以下に定義される。
【数４】

それぞれのｔiは、この文書（ベクトル空間モデルが構築された現在の文書）において発
見される固有の言葉であり、ｗiは、ｔiに関連する重みであり、ｎは、この文書において
発見される固有の言葉の全体の数（すなわち１≦ｉ≦ｎ）である。それぞれの言葉に関連
する重みは、以下のように計算される。

【数５】

この場合、Ｎは、Ｘの情報のコレクションにおける文書の全体の数であり、ｆtは、「言
葉の頻度」と呼ばれ、この文書（ベクトル空間モデルが構築された現在の文書）において
関連する言葉が発見される全体の回数であり、ｆdは、「文書の頻度」と呼ばれ、関連す
る言葉を含むXの情報のコレクションにおける文書の全体数である。
【００２３】
　特定の実施の形態は、STEP３３０に示されるように、その文書の重要度のスコアに基づ
いて、Xの情報のコレクションにおける、それぞれの文書ｄのベクトル空間モデルを調節
する。幾つかの実現では、それぞれの文書のベクトル空間モデルは、以下のように調節さ
れる。
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【数６】

この場合、
　　（外２）

は、この文書の調節されたベクトル空間モデルであり、それぞれのｔiは、この文書にお
いて発見された固有の言葉であり、ｗ’iは、ｔiに関連する調節された重みであり（例え
ばｗ’i＝iScore×ｗi）、ｎは、この文書において発見される固有の言葉の全体数である
。
【００２４】
　特定の実施の形態は、STEP３４０に示されるように、それぞれの調節されたベクトル空
間モデルを使用して、Xの情報のコレクションにおける２つの文書間の類似度を計算する
。幾つかの実現では、調節されたベクトル空間モデル
　　（外３）

をそれぞれ有する２つの文書ｄ1及びｄ2が与えられた場合、２つの文書間の類似度は、以
下のように計算される。
【数７】

この場合、ｎ1及びｎ2は、ｄ1及びｄ2のそれぞれにおける固有の言葉の全体数であり、そ
れぞれのｗ’iは、
　　（外４）

からの調節された重みであり、それぞれのｗ’jは、
　　（外５）

からの調節された重みである。
【００２５】
　特定の実施の形態は、STEP３５０に示されるように、それらのそれぞれの類似度に基づ
いてXの情報のコレクションを多数のトピックにクラスタリングする。それぞれのトピッ
クは、特定の主題である。例えば、あるトピックはスポーツに関連し、別のトピックは、
旅行に関連し、第三のトピックは、コンピュータプログラミングに関連する。それらの類
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似度の値により示されたとき、類似の文書は、同じトピックに割り当てられる。幾つかの
実現において、（例えば式（4B）を使用して計算されたとき）２つの文書間の類似度の値
が類似度の閾値を超えるときに、２つの文書が同じトピックに割り当てられ、さもなけれ
ばこれらは異なるトピックに割り当てられるように、類似度の閾値が使用される。類似度
の閾値は、クラスタリングの粒状度を制御するために選択される。例えば、スポーツに関
連する全ての文書は、単一のトピックに割り当てられる。代替的に、チームスポーツ（例
えばベースボール、バスケットボール、フットボール等）に関連する文書は、あるトピッ
クに割り当てられ、個人のスポーツ（例えばテニス、ゴルフ、ボクシング等）に関連する
文書は、別のトピックに割り当てられる。代替的に、それぞれのタイプのスポーツに関連
する文書は、個別のトピックに割り当てられる。典型的に、高い類似度の閾値により、よ
り粒状度の高いクラスタリングとなり、低い類似度の閾値により、より粒状度の低いクラ
スタリングとなる。
【００２６】
　特定の実施の形態は、それぞれのトピック又はクラスタについて重心（セントロイド）
及び１以上のキーワードを決定する。特定のトピック又はクラスタが与えられると、クラ
スタにおける全ての文書を表すためにその重心が使用され、そのキーワードは、クラスタ
における文書の内容を記述する。クラスタの分析又はクラスタリングの文脈において、文
書のクラスタの重心は、クラスタの文書の中心又は平均である。
【００２７】
　特定の実施の形態は、STEP２４０に示されるように、トピックをランク付けすることで
ある。ランク付けは、Xがより関心のあるトピックがXが関心のないトピックよりも高くラ
ンク付けされるように、Xの個人の関心に基づく。特定の実施の形態は、文書のクラスタ
リングの間に発見される、それぞれのトピックＴについて、ランク付けのスコアrScoreを
決定する。特定のトピックのランク付けのスコアは、そのトピックの内容及び時間の両者
に基づいて、そのトピックにおけるXの個人の関心を測定する。これは、ある人物の個人
の関心は、時間につれて変化することがあるからである。従って、ランク付けのスコアは
、「関心のスコア」と呼ばれる。これは、特定のトピックのランク付けのスコアは、Xが
そのトピックにおいて有する関心のレベル又は強さを測定するからである。
【００２８】
　幾つかの実現では、それぞれのトピックのランク付けのスコアは、以下のように定義さ
れる。
【数８】

この場合、λは、時間の影響を調節する定数要素であり、Ｍは、トピック又はクラスタの
全体の数であり、Ｎは、このトピック又はクラスタ（すなわち、ランク付けスコアが計算
された現在のトピック又はクラスタ）における文書の全体の数であり、ｔは現在の時間で
あり、ｔjは、このトピック又はクラスタ（すなわち、ランク付けスコアが計算された現
在のトピック又はクラスタ）における文書ｊの時間である。
【００２９】
　特定の実施の形態は、比較的高いランク付けスコアを有するトピックが比較的低いラン
キングスコアを有するトピックよりも高くランク付けされるように、それらそれぞれのラ
ンク付けスコアに基づいてトピック又はクラスタをランク付けする。個人の情報プロファ
イルは、STEP２５０に示されるように、ランク付けされたトピックに基づいてXについて
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生成される。次いで、トピックは、それらのランク付けスコアに基づいてXに提示される
。幾つかの実現では、どのトピックがXにとって関心があり且つどのトピックがXにとって
関心がないかを認識することがXにとって容易且つ直感的であるように、トピックは、（
例えば色、サイズ、フォント、グラフィックス、配置、位置等を使用して）視覚的に区別
される。例えば、トピックがランク付けされたリストで提示される場合、高くランク付け
されたトピックは、低くランク付けされたトピックの前に提示される。トピックを区別す
るために色が使用される場合、高くランク付けされるトピックは、暗い色を使用して提示
され、低くランク付けされるトピックは、明るい色を使用して提示される。トピックを区
別するためにサイズが使用される場合、高くランク付けされるトピックは大きいサイズで
提示され、低くランク付けされるトピックは、小さいサイズで提示される。
【００３０】
　幾つかの実現では、異なる個人情報のプロファイルは、異なる時間でXについて生成さ
れ、アニメーション（例えば動画系列）は、時間を通してXの個人情報のプロファイルの
進化又は変化を示すために使用される。例えば、Xが時間を通して絵画を学習するとき、X
が芸術に益々関心を持ち、芸術の歴史、芸術の技巧、芸術の鑑賞等に関する多くの情報を
収集するとする。Xの個人の関心における進化は、時間を通して生成されるXの個人情報の
プロファイルにおける進化において反映される。動画系列は、係る進化を示している。図
４は、人物の個人情報のプロファイルにおける例となる進化の提示を示し、この場合、色
は、個人の関心の強さ又はレベルに対応する。
【００３１】
　特定の実施の形態は、STEP２６０で示されるように、Xの個人情報のプロファイルに基
づいて、特定の情報アイテム（例えば文書）をXに推薦する。幾つかの実現では、特定の
文書Ａが入手可能であるとき、調節されたベクトル空間モデルがＡについて構築され、Ａ
が属するトピックは、Ａの調節されたベクトル空間モデルに基づいて決定される。ＡがX
が関心のあるトピック（例えば比較的高いランク付けスコアを有するトピック）に属する
場合、ＡはXに推薦される。
【００３２】
　個人情報のプロファイルをそれぞれ有する人のグループが与えられると、情報に基づく
ソーシャルネットワークが、グループにおける人物の間で自動的に推定される。一般に、
ソーシャルネットワークは、個人又は組織のようなエンティティから構成される社会構造
であり、エンティティは、友情関係、親族関係、共通の関心、金融取引、嫌悪、又は信頼
関係、学問、又は名声のような、１以上のタイプの相互依存性又は関係により接続される
。最近では、ソーシャルネットワークは、Internetを利用している。例えば、ソーシャル
ネットワーキングのウェブサイトの形式でInternetで存在するソーシャルネットワーキン
グシステムがある。係るソーシャルネットワーキングのウェブサイトは、それらのメンバ
が様々な社会的な活動を行うのを可能にする。
【００３３】
　図５は、人物のグループの間の情報に基づくソーシャルネットワークを推定する例示的
な方法を示す。それぞれの人物は、個人情報のプロファイルを有する。幾つかの実現では
、ある人物の個人情報のプロファイルは、図３及び図４で示される方法を使用して自動的
に生成される。上述されたように、ある人物の情報のプロファイルは、その人物により収
集された文書をクラスタリングすることで発見又は形成された、多数のトピックを含む。
重心は、そのトピックに属する文書の平均である、それぞれのトピックについて決定され
る。
【００３４】
　そのグループにおける個人のそれぞれのペアについて、特定の実施の形態は、STEP５１
０に示されるように、両方の個人により共通に関心のあるトピックを識別する。２人の特
定の人物X及びYが与えられると、Xの個人情報のプロファイルが多数のトピックを含み、Y
の個人情報のプロファイルが多数のトピックを含むとする。Xの個人情報のプロファイル
におけるトピックの数は、Yの個人情報のプロファイルにおけるトピックの数とは異なる
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。Xの個人情報のプロファイルからのトピックと、Yの個人情報のプロファイルからのトピ
ックとからなる、トピックのそれぞれ固有のペアについて、特定の実施の形態は、２つの
トピックの２つの重心間の距離を計算する。距離が十分に近い場合（例えば距離の閾値未
満）、特定の実施の形態は、XとYがこのトピックのペアに関して共通の関心を共有するよ
うに、２つのトピックが同じであるか又は類似していることを考慮する。２人の人物は、
任意の数の共通の関心のトピックを共有する場合がある。
【００３５】
　１以上の共通の関心のトピックを共有する個人のそれぞれのペアについて、特定の実施
の形態は、STEP５２０に示されるように、２人の個人間の共通の関心の相関を判定する。
二人の個人（例えばX及びY）が共通の関心のトピックを共有するとき、それぞれの人物が
トピックにおいて有する関心の強さ又はレベルは、同じであるか又は異なる場合がある。
例えばX及びYが共に芸術に関心があるが、Xは芸術に非常に関心があり（Xが積極的に絵画
を学んでいる）、Yは控えめに芸術に関心がある。他方で、X及びYは、共にスポーツに非
常に関心がある。上述されたように、ある人物の情報のプロファイルにおけるそれぞれの
トピックは、ランク付け又は関心のスコアrScoreを有し、このスコアは、そのトピックに
おいてその人物が有する関心の強さ又はレベルを示す。したがって、X及びYにより共有さ
れる共通の関心のトピックが与えられると、Xについてトピックの１つの関心のスコアと
、Yについて同じトピックの別の関心のスコアが存在する。１つがX向けで１つがY向けで
あるこれら２つの関心のスコアは、類似しているか又は異なる場合がある。
【００３６】
　例として、２人の人物X及びYが５つの共通の関心のトピックＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄ及びＥを共
有する。図６Ａ～図６Ｃは、XとYとの間の異なる共通の関心の相関の幾つかの例を示す。
図６Ａに示される例では、X及びYにより共有される、５つの共通の関心のトピック（TOPI
C）Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ及びＥのそれぞれの、１つがX向けであり１つがＹ向けである、２つの
関心のスコア（SCORE）は類似している。言い換えれば、X及びYは、これら５つの共通の
関心のトピックを共有するだけでなく、X及びYがそれぞれのトピックにおいて有する関心
のレベルも同様に類似している。従って、Xの情報の関心とYの情報の関心との間で比較的
近い相関が存在する。図６Ｂに示される例では、X及びYにより共有される５つの共通の関
心のトピックのそれぞれの、共通の１つがX向けであり１つがY向けである２つの関心のス
コアは、XがYのスコアよりもそれぞれのトピックにおいて高い関心のスコアを有する点で
類似していない。例えば、X及びYの両者がトピックＡよりもトピックＢにおいて高い関心
があるとしても、トピックＢについてＸの関心のスコアは、トピックＢについてＹの関心
のスコアよりも非常に高い。図６Ｃに示される例では、X及びYにより共有される５つの共
通の関心のトピックのそれぞれの、１つがX向けであり１つがY向けである、２つの関心の
スコアは、図６Ｂに示される例よりもなおされ類似していない。例えば、トピックＢにつ
いて、Xは、高い関心のスコアを有し、Yは、低い関心のスコアを有する。他方で、トピッ
クＤについて、Xは、低い関心のスコアを有し、Yは、高い関心のスコアを有する。
【００３７】
　幾つかの実現では、２人の個人（例えばX及びY）間で共有される共通の関心のトピック
の相関は、相関係数ρX,Yを使用して測定され、以下のように定義される。
【数９】

この場合、ｎは、XとYの間で共有される共通の関心のトピックの全体の数であり、
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　　（外６）

は、Xについてｎ個の共通の関心のトピックの平均の関心のスコアであり、ｘiは、共通の
関心のトピックｉの関心のスコアであり、
　　（外７）

は、Yについてｎ個の共通の関心のトピックの平均の関心のスコアであり、ｙiは、Yにつ
いて共通の関心のトピックｉの関心のスコアである。
【００３８】
　１以上の共通の関心のトピックを共有する個人のそれぞれのペアについて、特定の実施
の形態は、STEP５３０で示される、２人の個人間での共通の関心の強さを決定する。１以
上の共通の関心のトピックを共有する２人の個人（例えばX及びY）間で、共通の関心の強
さは、（例えば情報に基づくソーシャルネットワークにおける）それらの接続の強さを測
定する。幾つかの実現において、共通の関心のトピックを共有する二人の個人（例えばX
及びY）間の接続の強さは、以下のように定義される。
【数１０】

この場合、ρX,Yは、（例えば式（６）により定義される）XとYの間の相関係数であり、
ｎは、XとYとの間で共有される共通の関心のトピックの全体の数であり、ｘiは、Xについ
て共通の関心のトピックｉの関心のスコアであり、ｙiは、Yについて共通の関心のトピッ
クｉの関心のスコアである。式（７）の第二の項は、ｎ個の共通の関心のトピックにおけ
るそれらの関心のレベルにおけるXとYとの間の差を示す。
【００３９】
　特定の実施の形態は、STEP５４０に示されるように、人物のグループの間で情報に基づ
くソーシャルネットワークを形成する。社会的つながりは、１以上の共通の関心のトピッ
クを共有する各２人の個人間で確立される。さらに、１以上の共通の関心のトピックを共
有する二人の個人間のつながりの強さは、式（６）及び（７）を使用して決定される。図
７は、情報に基づくソーシャルネットワークの一部の例示的な表現を示す。あるラインは
、２人が少なくとも１つの共通の関心のトピックを共有する場合に２人（例えば２ユーザ
）を接続する。それぞれのラインの厚さは、（例えばラインが太くなると、つながりが強
いといった）二人の間のつながりの強さを示す。
【００４０】
　多くの情報は、係る情報に基づくソーシャルネットワークを分析することから決定され
る。例えば、全てのトピックの平均の重心は、それぞれの人物について計算され、視覚的
に表現される（例えば２次元マップに投影される）。ソーシャルネットワークにおけるそ
れぞれの人物は、彼又は彼女の情報プロファイルに関連する。二人の間のそれぞれのつな
がりは、それらの間で共有される共通の関心のトピックと関連される。
【００４１】
　ソーシャルネットワーク内の個人は、STEP５５０に示されるように、互いに情報をやり
取りして情報を共有する。例えば、その人物と同じ情報の関心を共有する他の人々の特定
の人物に対して推薦が行われる。情報は、容易に、簡単に勝つ自由にやり取りされ、類似
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の関心を共有する個人の間で共有される。ある人物は、その進行を追跡するためにトピッ
ク又は別の人物を選択する場合がある。個人又はトピックがランク付けされる場合がある
。
【００４２】
　特定の実施の形態は、ネットワーク環境で実現される。図８は、例示的なネットワーク
環境８００を示す。ネットワーク環境８００は、１以上のサーバ８２０及び１以上のクラ
イアント８３０を互いに結合するネットワーク８１０を含む。特定の実施の形態では、ネ
ットワーク８１０は、イントラネット、エクストラネット、VPN（Virtual　Private　Net
work）、LAN（Local　Area　Network）、無線LAN（WLAN）、WAN（Wide　Area　Network）
、MAN（Metropolitan　Area　Network）、Internetの一部、又は別のネットワーク８１０
又は２以上の係るネットワーク８１０の組み合わせである。この開示は、任意の適切なネ
ットワーク８１０を想定する。
【００４３】
　１以上のリンク８５０は、サーバ８２０又はクライアント８３０をネットワーク８１０
に結合する。特定の実施の形態では、１以上のリンク８５０のそれぞれは、１以上の有線
、無線、又は光リンク８５０を含む。特定の実施の形態では、１以上のリンク８５０のそ
れぞれは、イントラネット、エクストラネット、VPN、LAN、WLAN、WAN、MAN、Internetの
一部、又は別のリンク８５０又は２以上の係るリンク８５０の組み合わせを含む。この開
示は、サーバ８２０及びクライアント８３０をネットワーク８１０に結合する何れかの適
切なリンク８５０を想定する。
【００４４】
　特定の実施の形態では、それぞれのサーバ８２０は、単一のサーバであるか、複数のコ
ンピュータ又はデータセンタに及ぶ分散サーバである。サーバ８２０は、例えば限定され
ることなしに、ウェブサーバ、ニュースサーバ、メイルサーバ、メッセージサーバ、広告
サーバ、ファイルサーバ、アプリケーションサーバ、交換サーバ、データベースサーバ、
又はプロキシサーバのような様々なタイプからなる。特定の実施の形態では、それぞれの
サーバ８２０は、ハードウェア、ソフトウェア、又は埋め込みロジックコンポーネント、
又はサーバ８２０により実現又はサポートされる適切な機能を実行する２以上の係るコン
ポーネントの組み合わせを含む。例えば、ウェブサーバは、ウェブページ又はウェブペー
ジの特定のエレメントを含むウェブサイトを主催可能である。より詳細には、ウェブサー
バは、HTMLファイル又は他のファイルタイプを主催するか、又は要求に応じてファイルを
動的に作成又は構成し、それらをHTTP又はクライアント８３０からの他の要求に応じてク
ライアント８３０に伝達する。メイルサーバは、電子メールサービスを様々なクライアン
ト８３０に提供可能である。データベースサーバは、１以上のデータストアに記憶される
データを管理するインタフェースを一般に提供可能である。特定の実施の形態では、情報
プロファイルジェネレータ８２２は、（例えばコンピュータソフトウェア、ハードウェア
、又はこれらの組み合わせといった）１以上のサーバ８２０で実現される。さらに、情報
に基づくソーシャルネットワーキングシステム８２４（例えばソーシャルネットワーキン
グウェブサイトとして実現される）は、１以上のサーバ８２０で主催される。
【００４５】
　特定の実施の形態では、１以上のデータストレージ８４０は、１以上のリンク８５０を
介して１以上のサーバ８２０に通信可能に接続される。特定の実施の形態では、データス
トレージ８４０は、様々なタイプの情報を記憶するために使用される。特定の実施の形態
では、データストレージ８４０に記憶される情報は、特定のデータ構造に従って編成され
る。特定の実施の形態では、それぞれのデータストレージ８４０は、リレーショナルデー
タベースである。特定の実施の形態は、サーバ８２０又はクライアント８３０が、データ
ストレージ８４０に記憶される情報を管理、例えば検索、変更、追加、又は削除するのを
可能にするインタフェースを提供する。特定の実施の形態は、データストレージ８４０に
おける情報に基づくソーシャルネットワークに関連する情報と同様に、自動的に生成され
た情報プロファイルを記憶する。
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【００４６】
　特定の実施の形態では、それぞれのクライアント８３０は、ハードウェア、ソフトウェ
ア、又は埋め込みロジックコンポーネント、又は２２以上の係るコンポーネントの組み合
わせであって、クライアント８３０により実現又はサポートされる適切な機能を実行可能
な組み合わせを含む電子装置である。例えば限定することなしに、クライアント８３０は
、デスクトップコンピュータシステム、ノートブックコンピュータシステム、ネットブッ
クコンピュータシステム、ハンドヘルド電子装置、又は移動電話である。この開示は、任
意の適切なクライアント８３０を想定している。クライアント８３０は、クライアント８
３０でのネットワークユーザがネットワーク８３０にアクセスするのを可能にする。クラ
イアント８３０は、そのユーザが、他のクライアント８３０での他のユーザと通信するの
を可能にする。
【００４７】
　クライアント８３０は、MICROSOFT　INTERNET　EXPLORER,　GOOGLE　CHROME又はMOZILL
A　FIREFOXのようなウェブブラウザ８３２を有し、１以上のアッドオン、プラグイン、又
はTOOLBAR又はTAHOO　TOOLBARのような他の拡張を有する。クライアント８３０でのユー
ザは、URL（Uniform　Resource　Locator）又はウェブブラウザ８３２をサーバ８２０に
向ける他のアドレスを入力し、ウェブブラウザ８３２は、HTTP（Hyper　Text　Transfer
　Protocol）要求を生成し、HTTP要求をサーバ８２０に伝達する。サーバ８２０は、HTTP
要求を受け、HTTP要求に応じて、クライアント８３０に１以上のHTML（Hyper　Text　Mar
kup　Language）ファイルを伝達する。クライアント８３０は、ユーザへの提示のため、
サーバ８２０からのHTMLファイルに基づいてウェブページをレンダリングする。この開示
は、適切なウェブページファイルを想定する。例として限定されるものでないが、ウェブ
ページは、特定の必要に従って、HTMLファイル、XHTML（Extensible　HTML）ファイル、
又はXML（Extensible　Markup　Language）ファイルからレンダリングする。係るページ
は、例えば限定されるものではないが、JAVASCRIPT(登録商標)、　JAVA(登録商標)、　MI
CROSOFT、SILVERLIGHT、AJAX（Asynchronous　JAVASCRIPT及びXML）等のようなマークア
ップ言語とスクリプトの組み合わせ、で書かれたもののようなスクリプトを実行する。こ
こで、ウェブページへの参照は、（ブラウザはウェブページをレンダリングするために使
用する）１以上の対応するウェブページファイルを包含し、逆に、必要に応じて、１以上
の対応するウェブページファイルを包含することは、ウェブページへの参照を含む。
【００４８】
　特定の実施の形態は、１以上のコンピュータシステムで実現される。図９は、例示的な
コンピュータシステムを示す。特定の実施の形態では、１以上のコンピュータシステム９
００は、本実施の形態で記載又は図示される１以上の方法の１以上のステップを実行する
。特定の実施の形態では、１以上のコンピュータシステム９００は、本実施の形態で記載
又は図示される機能を提供する。特定の実施の形態では、１以上のコンピュータシステム
９００で実行しているソフトウェアは、本実施の形態で記載又は図示される１以上の方法
の１以上のステップを実行するか、又は本実施の形態で記載又は図示される機能を提供す
る。特定の実施の形態は、１以上のコンピュータシステム９００の１以上の部分を含む。
【００４９】
　この開示は、適切な数のコンピュータシステム９００を想定している。この開示は、適
切な形式を取るコンピュータシステム９００を想定している。例として限定されるもので
はないが、コンピュータシステム９００は、埋め込みコンピュータシステム、システムオ
ンチップ（SOC）、（例えばコンピュータオンモジュール（COM）又はシステムオンモジュ
ール（SOM）のような）シンボルボードコンピュータシステム（SBC）、デスクトップコン
ピュータシステム、ラップトップ又はノートブックコンピュータシステム、インタラクテ
ィブキオスク、メインフレーム、コンピュータシステムのメッシュ、移動電話、パーソナ
ルデジタルアシスタント（PDA）、サーバ、又はこれら２以上の組み合わせである。必要
に応じて、コンピュータシステム９００は、１以上のコンピュータシステム９００を含み
、単一であるか又は分散されており、複数の位置に及ぶか、複数のマシンに及ぶか、又は
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１以上のネットワークにおける１以上のクラウドコンポーネントを含むクラウドにある。
必要に応じて、１以上のコンピュータシステム９００は、実質的な空間又は時間の制限な
しに、本実施の形態で記載又は図示された１以上の方法の１以上のステップを実行する。
例として限定されるものではないが、１以上のコンピュータシステム９００は、リアルタ
イムモード又はバッチモードで、異なる時間又は異なる場所で、本明細書で記載又は図示
された１以上の方法の１以上のステップを実行する。
【００５０】
　特定の実施の形態では、コンピュータシステム９００は、プロセッサ９０２、メモリ９
０４、ストレージ９０６、入力/出力（I/O）インタフェース９０８、通信インタフェース
９１０及びバス９１２を含む。この開示は、特定のアレンジメントにおいて特定の数の特
定のコンポーネントを有する特定のコンピュータシステムを記載及び図示しているが、こ
の開示は、任意の適切なアレンジメントにおいて任意の適切な数の任意の適切なコンポー
ネントを有する任意の適切なコンピュータシステムを想定する。
【００５１】
　特定の実施の形態では、プロセッサ９０２は、コンピュータプログラムを構成する命令
を実行するハードウェアを含む。例として限定されるものではないが、命令を実行するた
め、プロセッサ９０２は、内部レジスタ、内部キャッシュ、メモリ９０４、又はストレー
ジ９０６から命令を検索（又はフェッチ）し、それらをデコード及び実行し、次いで１以
上の結果を内部レジスタ、内部キャッシュ、メモリ９０４又はストレージ９０６に書き込
む。特定の実施の形態では、プロセッサ９０２は、データ、命令又はアドレス用の１以上
の内部キャッシュを含む。この開示は、必要に応じて、任意の数の任意の適切な内部キャ
ッシュを含むプロセッサ９０２を想定する。例として限定されるものではないが、プロセ
ッサ９０２は、１以上の命令キャッシュ、１以上のデータキャッシュ、及び１以上のTLB
（Translation　Lookaside　buffers）を含む。命令キャッシュにおける命令は、メモリ
９０４又はストレージ９０６における命令のコピーであり、命令キャッシュは、プロセッ
サ９０２による命令の検索を高速にする。データキャッシュにおけるデータは、プロセッ
サ９０２が動作を実行する命令のためのメモリ９０４又はストレージ９０６におけるデー
タのコピー、プロセッサ９０２で実行する後続の命令によるアクセス、或いはメモリ９０
４又はストレージ９０６への書込みのためにプロセッサ９０２で実行された前の命令の結
果、或いは他の適切なデータである。データキャッシュは、プロセッサ９０２による読取
り又は書込み動作を高速にする。TLBは、プロセッサ９０２の仮想アドレス変換を高速に
する。特定の実施の形態では、プロセッサ９０２は、データ、命令又はアドレス向けの１
以上の内部レジスタを含む。この開示は、必要に応じて、任意の適切な数の任意の適切な
内部レジスタを含むプロセッサ９０２を想定する。必要に応じて、プロセッサ９０２は、
１以上の算術論理ユニット（ALU）を含むか、マルチコアプロセッサを含むか、又は１以
上のプロセッサ９０２を含む。この開示は、特定のプロセッサを記載及び例示するが、こ
の開示は、任意の適切なプロセッサを想定する。
【００５２】
　特定の実施の形態では、メモリ９０４は、プロセッサ９０２が実行する命令又はプロセ
ッサ９０２が処理するデータを記憶するメインメモリを含む。例として限定されるもので
はないが、コンピュータシステム９００は、ストレージ９０６又は（例えば別のコンピュ
ータのような）別のソースからメモリ９０４に命令をロードする。次いで、プロセッサ９
０２は、メモリ９０４からの命令を内部レジスタ又は内部キャッシュにロードする。命令
を実行するため、プロセッサ９０２は、内部レジスタ又は内部キャッシュから命令を取得
し、それらをデコードする。命令の実行の間又は命令の実行の後、プロセッサ９０２は、
（中間結果又は最終結果である）１以上の結果を内部レジスタ又は内部キャッシュに書き
込む。次いで、プロセッサ９０２は、１以上のこれらの結果をメモリ９０４に書き込む。
特定の実施の形態では、プロセッサ９０２は、（ストレージ９０６又はその他とは対照的
に）１以上の内部レジスタ又は内部キャッシュにおける命令或いはメモリ９０２における
命令のみを実行し、（ストレージ９０６又はその他とは対照的に）１以上の内部レジスタ
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又は内部キャッシュにおけるデータでのみ動作する。（アドレスバス及びデータバスをそ
れぞれ有する）１以上のメモリバスは、プロセッサ９０２をメモリ９０４に結合する。バ
ス９１２は、以下に記載されるように、１以上のメモリバスを含む。特定の実施の形態で
は、１以上のメモリ管理ユニット（MMU）は、プロセッサ９０２とメモリ９０４との間に
あり、プロセッサ９０２により要求されたメモリ９０４へのアクセスを容易にする。特定
の実施の形態では、メモリ９０４は、ランダムアクセスメモリ（RAM）を含む。このRAMは
、必要に応じて、揮発性メモリである。必要に応じて、このRAMは、ダイナミックRAM（DR
AM）であるか、スタティックRAM（SRAM）である。さらに、必要に応じて、このRAMは、シ
ングルポートRAMであるか又はマルチポートRAMである。この開示は、任意の適切なRAMを
想定している。メモリ９０４は、必要に応じて、１以上のメモリ９０４を含む。この開示
は特定のメモリを記載及び図示しているが、この開示は、任意の適切なメモリを想定して
いる。
【００５３】
　特定の実施の形態では、ストレージ９０６は、データ又は命令の大容量記憶を含む。例
として限定されるものではないが、ストレージ９０６は、HDD、フロッピー(登録商標)デ
ィスクドライブ、フラッシュメモリ、光ディスク、光磁気ディスク、磁気テープ、又はUS
B（Universal　Serial　Bus）ドライブ、又はこれら２以上の組み合わせを含む。ストレ
ージ９０６は、必要に応じて、取り外し可能又は取り外し不可能（又は固定された）媒体
を含む。ストレージ９０６は、必要に応じて、コンピュータシステム９００の内部又は外
部にある。特定の実施の形態では、ストレージ９０６は、不揮発性、固体メモリである。
特定の実施の形態では、ストレージ９０６は、リードオンリメモリ（ROM）を含む。必要
に応じて、このROMは、マスクプログラムROM、プログラマブルROM（PROM）、消去可能なP
ROM（EPROM）、電気的に消去可能なPROM（EEPROM）、電気的に変更可能なROM（EAROM）、
フラッシュメモリ又はこれらの２以上の組み合わせである。この開示は、任意の適切な物
理的形式を取る大容量記憶９０６を想定している。ストレージ９０６は、必要に応じて、
プロセッサ９０２とストレージ９０６との間の通信を容易にする１以上のストレージコン
トロールを含む。必要に応じて、ストレージ９０６は、１以上のストレージ９０６を含む
。個の開示は特定のストレージを記載及び例示しているが、この開示は、任意の適切なス
トレージを想定している。
【００５４】
　特定の実施の形態では、I/Oインタフェース９０８は、コンピュータシステム９００と
１以上のI/O装置との間の通信用の１以上のインタフェースを提供するハードウェア、ソ
フトウェア、又は両者を含む。コンピュータシステム９００は、必要に応じて、これらI/
O装置の１以上を含む。これらI/O装置の１以上は、ある人物とコンピュータシステム９０
０との間の通信を可能にする。例として限定されるものではないが、I/O装置は、キーボ
ード、キーパッド、マイクロフォン、モニタ、マウス、プリンタ、スキャナ、スピーカ、
スチルカメラ、スタイラス、タブレット、タッチスクリーン、トラックボール、ビデオカ
メラ、別の適切なI/O装置又はこれら２以上の組み合わせを含む。I/O装置は、１以上のセ
ンサを含む。この開示は、任意の適切なI/O装置、及び任意の適切なI/O装置用の任意の適
切なI/Oインタフェース９０８を想定している。必要に応じて、I/Oインタフェース９０８
は、プロセッサ９０２がこれらI/O装置の１以上を駆動するのを可能にする１以上の装置
又はソフトウェアドライバを含む。I/Oインタフェース９０８は、必要に応じて、１以上
のI/Oインタフェース９０８を含む。この開示は、特定のI/Oインタフェースを記載及び例
示しているが、この開示は、任意の適切なI/Oインタフェースを想定している。
【００５５】
　特定の実施の形態では、通信インタフェース９１０は、コンピュータシステム９００と
１以上の他のコンピュータシステム９００又は１以上のネットワークとの間の（例えばパ
ケットに基づく通信のような）通信用の１以上のインタフェースを提供するハードウェア
、ソフトウェア、又は両者を含む。例として限定するものではないが、通信インタフェー
ス９１０は、Eithernet又は他の有線に基づくネットワークと通信するコントローラ（NIC
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）又はネットワークアダプタを含むか、WI-FIネットワークのような無線ネットワークと
通信する無線NIC（WNIC）又はワイヤレスアダプタを含む。この開示は、任意の適切なネ
ットワーク及び任意の適切なネットワーク用の任意の適切な通信インタフェース９１０を
想定している。例として限定するものではないが、コンピュータシステム９００は、アド
ホックネットワーク、パーソナルエリアネットワーク（PAN）、ローカルエリアネットワ
ーク（LAN）、ワイドエリアネットワーク（WAN）、メトロポリタンエリアネットワーク（
MAN）、又はInternetの１以上の部分、或いはこれらの２以上の組み合わせと通信する。
これらのネットワークの１以上のうちの１以上の部分は、有線又は無線である。例として
、コンピュータシステム９００は、（例えばBLUETOOTH　WPANのような）無線PAN、WI-FI
ネットワーク、WI-MAXネットワーク、（GSM(登録商標)（Global　System　for　Mobile　
Communication）ネットワークのような）携帯電話網、又は他の適切な無線ネットワーク
或いはこれらの２以上の組み合わせと通信する。コンピュータシステム９００は、必要に
応じて、これらのネットワークの何れか向けの任意の適切な通信インタフェース９１０を
含む。通信インタフェース９１０は、必要に応じて、１以上の通信インタフェース９１０
を含む。この開示は、特定の通信インタフェースを記載及び図示しているが、この開示は
、任意の適切な通信インタフェースを想定している。
【００５６】
　特定の実施の形態では、バス９１２は、コンピュータシステム９００のコンポーネント
を互いに結合するハードウェア、ソフトウェア又は両者を含む。例として限定されるもの
ではないが、バス９１２は、AGP（Accelerated　Graphics　Port）又は他のグラフィック
スバス、EISA（Enhanced　Industry　Standard　Architecture）バス、FSB（Front　Side
　Bus）、HT（HYPERTRANSPORT）相互接続、ISA（Industry　Standard　Architecture）バ
ス、INFINIBAND相互接続、LPC（Low-Pin-Count）バス、メモリバス、MCA（Micro　Channe
l　Architecture）バス、PCI（Peripheral　Component　Interconnect）バス、PCI-Expre
ss（PCIe）バス、又は別の適切なバス或いはこれらの２以上の組み合わせを含む。バス９
１２は、必要に応じて、１以上のバス９１２を含む。この開示は特定のバスを記載及び図
示しているが、この開示は、任意の適切なバス又は相互接続を想定している。例として限
定するものではないが、コンピュータ読み取り可能な記録媒体は、必要に応じて、半導体
に基づく又は他の集積回路（IC）（例えばFPGA（Field　Programmable　Gate　Array）又
は特定用途向けIC（ASIC））、ハードディスク、HDD、ハイブリッドハードドライブ（HHD
）、光ディスク、光ディスクドライブ（ODD）、光磁気ディスク、光磁気ドライブ、フロ
ッピーディスク、フロッピーディスクドライブ（FDD）、磁気テープ、ホログラフィック
記録媒体、固体ドライブ（SSD）、RAMドライブ、SECURE　DIGITALカード、SECURE　DIGIT
ALドライブ、又は別の適切なコンピュータ読み取り可能な記録媒体、或いはこれらの２以
上の組み合わせを含む。ここで、コンピュータ読み取り可能な記録媒体の参照は、35　U.
S.C.§101の下で特許の保護について適格でない媒体を排除する。ここで、コンピュータ
読み取り可能な記録媒体は、35　U.S.C.　§101の下で特許の保護について適格でない程
度に、（電気信号又は電磁信号を伝搬するような）信号の伝送の一時的な形式を排除する
。コンピュータ読み取り可能な一時的でない記録媒体は、揮発性、不揮発性、又は揮発性
と不揮発性との組み合わせである。
【００５７】
　この開示は、任意の適切な記憶を実現する１以上のコンピュータ読み取り可能な記録媒
体を想定する。特定の実施の形態では、コンピュータ読み取り可能な記録媒体は、必要に
応じて、（例えば１以上の内部レジスタ又はキャッシュのような）プロセッサ９０２の１
以上の部分、メモリ９０４の１以上の部分、ストレージ９０６の１以上の部分、又はこれ
らの組み合わせを実現する。特定の実施の形態では、コンピュータ読み取り可能な記録媒
体は、RAM又はROMを実現する。特定の実施の形態では、コンピュータ読み取り可能な記録
媒体は、揮発性又は永続的なメモリを実現する。特定の実施の形態では、１以上のコンピ
ュータ読み取り可能な記録媒体は、ソフトウェアを実施する。ここで、ソフトウェアへの
参照は、１以上のアプリケーション、バイトコード、１以上のコンピュータプログラム、
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又はソースコードを包含し、逆に、１以上のアプリケーション、バイトコード、１以上の
コンピュータプログラム、１以上の実行ファイル、１以上の命令、ロジック、マシンコー
ド、１以上のスクリプト、又はソースコードは、ソフトウェアに包含される。特定の実施
の形態では、ソフトウェアは、１以上のアプリケーションプログラミングインタフェース
（API）を含む。この開示は、任意の適切なプログラミング言語又はプログラミング言語
の組み合わせで書かれているか又はさもなければ表現される任意の適切なソフトウェアを
想定する。特定の実施の形態では、ソフトウェアは、ソースコード又はオブジェクトコー
ドとして表現される。特定の実施の形態では、ソフトウェアは、例えばＣ、Ｐｅｒｌ、又
はそれらの適切な拡張のような高水準のプログラミング言語で表現される。特定の実施の
形態では、ソフトウェアは、アセンブリ言語（又はマシンコード）のような低水準のプロ
グラミング言語で表現される。特定の実施の形態では、ソフトウェアは、ＪＡＶＡ(登録
商標)、Ｃ、又はＣ＋＋で表現される。特定の実施の形態では、ソフトウェアは、HTML（H
yper　Text　Markup　Language）、XML（Extensible　Markup　Language）、又は他の適
切なマークアップ言語で表現される。
【００５８】
　ここで、「又は」は、明示的に示唆されないか又はコンテクストによ示されな限り、包
括的であって限定的ではない。従って、ここで、「A又はB」は、明示的に示唆されないか
又はコンテクストにより示されない限り、「A、B又は両者」を意味する。さらに、「及び
」は、明示的に示唆されないか又はコンテクストにより示唆されない限り、共同（joint
　and　several）である。従って、本実施の形態では、「A及びB」は、明示的に示唆され
ないか又はコンテクストにより示唆されない限り、「AとBが共同する」を意味する。
【００５９】
　この開示は、当業者が理解するであろう例示的な実施の形態への全ての変形、置換、変
更及び修正を包含する。同様に、必要に応じて、特許請求の範囲は、当業者が理解するで
あろう全ての変形、置換、変更及び修正を包含する。さらに、特許請求の範囲における特
定の機能を実行するために適合される、構成される、可能である、設定される、可能にさ
れる、動作可能である、動作する装置又はシステム、或いは装置又はシステムのコンポー
ネントへの参照は、装置、システム、コンポーネントが、特定の機能がアクチベートされ
たか否かに係らず、その装置、システム又はコンポーネントが適合される、構成される、
可能である、設定される、可能にされる、動作可能である、動作する限り、オンにされる
か又はロックが解除されることを包含する。
【符号の説明】
【００６０】
８００：ネットワーク環境
８１０：ネットワーク
８２０：サーバ
８２２：プロファイルジェネレータ
８２４：ソーシャルネットワーキングシステム
８３０：クライアント
８３２：ウェブブラウザ
９００：コンピュータシステム
９０２：プロセッサ
９０４：メモリ
９０６：ストレージ
９０８：I/Oインタフェース
９１０：通信インタフェース
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